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学会・シンポジウム情報

1998年8月1日-4日:第 12回国際進化原生生物学学会

大会 121hBIENNIAL MEETING OFTHE INTERNATIONAL 

SOCIETY FOR EVOLUTIONARY PROTISTOLOGY 次

のPSAの大会と合同で開催されます。詳細|はISEPのホー

ムページでご靴認下さい http://megasun.bch.umontreal.caf

isep/meeθ8.h町廿

1998年8月3日-8日:アメリカ藻類学会大会 PSAAnnual

meeting in Flagstaff， Arizona言宇し くは PSAのホームペー

ジを ご覧下さい http://jupiter.phy.ohiou.edu/psa/Meeting/

mee凶19.html

1998年9月7臼ー10日:鞭毛生物に関する国際シンポジ

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，e-mail: cinelli 

@discat.unipi.it (The first circular will be mailed in May 

1998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

E義8thInternational Conference on Applied Algology 

(8出 ICAA)，Montecatini Terme (Italy)，連絡先:Prof. Mario 

Tredici， Dipartimento di Scienze e TecnologieAlimentari e 

Microbiologich巴-Universita di Firenz巴P.ledelle Cascine， 

27; 1-50144 Firenze， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55330431 ;巴-mail:tredici@csma.Fi.cnr.it 

ウム TheFlagellates， Birmingham， UK 連絡先 B.S.C. 1999年 8月1日ー7日:第 16回国際植物会議 XVI

Leadbeat巴r，School of Biological Sciences， University of lnternational Botanical Congress(St. Louis， U.S.A.)，連絡

Birmingham， Bimlingham B15 2TT， UK， Fax:叫41214145925，先:Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

e-mail: B.S.C.Leadbeater@bham.ac.ulc Gard巴n，P.O. Box 299， SI. Louis， Missouri 63166-0299， USA 

FAX: (01) 314-577-9589 ore-mail: ibcl6@mobot.org， You 

1998年 9月28日 10月3日:第 15回国際珪藻シンポ may also consult the Web site for more detailed information 

ジウム 15thInternational Diatom Symposium， Perth and to register. The address is: http://www.ibc99.org 詳

(Australia) 連絡先 :Dr. Jacob John， School of しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)

Environmental Biology， Curtin University of Technology， 

GPO Box U 1987， Perth 6845， W A， Australia T巴1:61 8 

9266 2495， Fax: 61 8 9266 7327/7368， e-mail: 

RJACOBJO@cc.curtin.edu.au詳しい情報は次のサイ ト

を参照してください。http://www.curtin.edu.au/curtin/ 

dept/enviro/15IDS.html 

1998年 11月7日ー 8日.第 18回日本珪藻学会研究集会

於:神奈川県三浦市，マホロパマインズ三浦.連絡先 :

日本珪藻学会事務局， TEL/FAX: 0468-41-1165; e-mail 

ez101651@日前yserv巴.0r.JP

1999年6月22日-25日:第2回アジア太平洋藻類フォ

ラム

Second Asian Pacific Phycological Forum，The Chin巴se

Univ巴rsityof Hong Kong， Shatin， N.T. Hong Kong SAR， 

China (詳 しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)

1999年 9月20日-26日:第2回ヨ ロッパ藻学会議

The S巴condEuropean PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Montecatini Terme (ltaly).連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDipartimento di Scienze dell'Uomo e dell Ambiente -

Universita di PisaVia A. Volta， 6; /-56126 Pisa， ltaly 
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第 15回 国際珪藻シンポジウム

15th International Diatom Symposium 

第 15回国際援藻シンポジウムが 1998王!o9月28日ー10月3日にオース トラリア

のP巴rthで開催されます。本シンポジウムのメインテーマは「生物多線性と水園生

態系の保持jで，これに関わる珪i楽に関するさまざまな研究発表(形態学，分類

学，生活環，生態学，生物多様性，生物地迎学，生物指標，培養，生態君主学，古

生態学な ど)を募集しています。2ndサーキュラーは以下の WWWアドレスにあ

ります。1111い合わせは下の JacobJohn同士か真山茂樹(巴 mail: mayama@u 

gakllg巴i.ac.jp，tel. 042-329-7524)まで。

http://www.curtin.edll.au/cllrtin/dept!enviro/15IDS.html 

Dr. Jcob John， School of Environmental Biology， Curtin University orTechnology， 

GPO Box U 1987， Perth 6845， WA， Australia (e-mail: RJACOBJO@cc.curtin.edu.au) 

1998年度 「藻類談話会Jのお知らせ

ri.泣J類談話会」は藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を

行 っています。 今年度は以下の 3 ;?:，の御前ì~iのほか，新しい試みとして，公募による大学院生なとの茄い研究者

の研究発表会(一人あたり 1 5 分午~Ult で‘数名)を企画 しています。 ふるってご参加 l くださいますようご笑内申 し上

げます。

日H寺:1998年 U 月 14日 (土) 13: 00ー17:00 

場所京大会館 211号室(京都市左京区吉田川原町)

講演予定(敬称略)

福I幸秀哉(京都大 ・炭):クラミドモナスにおける CO，澱境応答遺伝子

村上明男 (神戸大 ・内海域):ラン孫光合成系の環境応答

内田卓志 (南西海区水産研究所 Helerocapsacircularisquamaによ る赤潮lについて (仮題)

研究発表会 :藻類を研究材料 とする大学院生などの若い研究者による発表を募集します。発表は 1i寅題当たり

討議を含めて 15分で 6i寅題程度を予定しており ます。演題の申込締切りは 9月 18日 (金) です。応募者多数の

|際は世話人の方で発表者の調捻を させていただく場合があります。

参加費 :500円 (通信資，会場到など)

談話会終了後，同会館の l階スペシャル ・ルームで懇親会が予定されています。談話会および懇親会の参加布

望者は下記の宛先までご連絡願います(当 日参加も可)。申し込みされた方には後日，詳細11についてお知らせいた

します。研究発表会の演者 ・i(lr題などの最新情報は下記ホームページに適宜，掲示しますのでご覧ください。

参加申込・間合先

干 606-8501:京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部 自然破境学科

I~市野恭子

TEL: 075-753-6854 FAX: 075-753-6864 e-mail: hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 

ìi'i~類談話会ホ ームページ

http://biotech.nikkeibp.co.jp/cgトtest/IOOH P/viewFi le?hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 




